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ー じ に
はいさい、ぐす ーよー ちゅ 一うがなび

ら！
沖縄県民の海外移住は1899年のハワイ

移民を始まりとし、20世紀には多くのウチ
ナーンチュが新天地を求めて海を渡りまし
た。今日では世界各地に約40万人の県系
人が各分野で活躍しており、沖縄と世界の
架け橋として国際交流・協力に大きな役割
を果たしております。

沖縄県の策定する「沖縄21世紀ビジョン」
では「世界に開かれた交流と共生の島」を
掲げ、世界中で活躍するウチナー ンチュと
のネットワーク強化、特に次世代の担い手と
なる若者の育成に力を入れて取り組んでい
るところです。

「海邦養秀ネットワー ク構築事業」は、沖
縄県内の15歳から25歳までの学生を海外
沖縄県人会ヘホー ムステイ派遣し、海外県
系人の雄飛の精神や、国際感覚を学ぶとと
もに、海外の同世代のウチナーンチュとの
友情を育むことで、将来にわたってウチナー

ネットワークを発展させていくことを目的とし
ています。2007年からスター トし、2014年
までに6か国の12県人会へ88名の若者を
派遣してきました。

2015年は初めてのヨ ーロッパ、ドイツ連
邦共和国ドイツ沖縄県人会へ高校生6名、
大学生4名の計10名を派遣することができ
ました。

2015年は戦後70年の節目の年です。ド
イツと日本はともに敗戦国であり、それぞれ
復興し、発展をとげました。今回の研修では、
ドイツ国際平和村の戦場で傷ついた子供達
との交流、平和学習でのドイツの学生との
意見交換などのプログラムがあり、平和に
ついて改めて考えるよい機会となりました。

また、環境省でドイツの環境政策を学ん

だ後、福島から来た学生も含め、ドイツと日
本の学生が環境についての意見交換を行
いました。次世代を担う学生が国を超えて
環境について考え、話し合えたことは大変
貴重な経験となりました。

デュッセルドルフでは、日本国総領事館と
日本クラブを訪問した際に沖縄出身の聘員
から話を聞くことで、参加者はウチナーンチ
ュが世界で活躍している姿に刺激を受けま
した。

研修の締めくくりとなった琉球フェスティバ
ルは、遠く離れたドイツで沖縄文化の素晴ら
しさを再認識する機会となりました。三線の
演奏や空手・エイサー などの演舞を見て感
銘を受け、また、参加者自身がマミドーマー

などを披露し、海外の方々とも沖縄の文化
を通じて一つになれることを肌で感じること
ができました。

今回の海邦養秀ネットワーク構築事業で
は、ドイツの学生とともにプログラムに取り
組むことができ、沖縄とドイツの学生達の間
に深い友情をはぐくむことができました。こ
の絆を元に、参加者が「世界へ開かれた交
流と共生の島」を実現する原動力となってく
れることを期待しております。

結びに、ドイツ沖縄県人会崎原永人会長、
シュタインバー トギムナジウム松尾馨先生、
デュッセルドルフ日本クラブ内間ゆかり事務
総長代行、ホストファミリ ーの皆様をはじめ、
本プログラムに御協力いただいたドイツ・沖
縄の関係者の皆様には、沖縄と世界を結ぶ
若者に貴重な体験を与えていただいたこと
に深く感謝申し上げます。

海邦養秀ネットワーク構築事業実行委員会
会長 新垣秀彦

（沖縄県知事公室秘書広報交流統括監）
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参加者
真久田彩

琉球大学3 年

宮城翔太

大阪大学2 年

山口 枝梨佳

沖縄キリスト教短期大学2

年

仲山夢乃

沖縄大学1 年

大山夏生

首里高等学校3 年

守

一 遠藤舞尋

八重山高等学校2 年

新垣槙梧

糸満高等学校3 年

西表里鶴

沖縄尚学高等学校3年

平紗文

向陽高等学校3 年

長濱大祐

宮古高等学校2 年

引率者
沖縄県知事公室広報交流課

國場涼子

特定非営利活動法人

沖縄NGOセンター

上原真紀
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事業スケジュ ー IL

日程 内容 場所

参加者募集告知開始

5月30 日（土） 参加者募集説明会 JICA沖縄国際センター

セミナールー ム201

6月10 日（水） 応募が切（応募者数115名）

6月17 日（水） 面接 沖縄県庁

18 日（木）

6月24 日（水） 参加者決定

7月4 日（土） 第1回事前研修 JICA沖縄国際センター

10:00~17:00 内容：全体オリエンテーション 、 自己紹介、ドイツ紹 セミナールー ム201

介、移民学習 、 役割分担、琉球フェスティバル内容検

討 、 第2回事前研修に向けて

講師：（ドイツ紹介、ドイツ語講座） Till Weber 氏

次回への宿題：テーマごとにポスター作成

7月18 日（土） 第2回事前研修 JICA沖縄国際センター

9:00~16:00 内容：ポスターセッションによるドイツ紹介、ドイツ語講 セミナールー ム201

座、WYUAについて、琉球フェスティバルに向けて 、ゆ

んたく会with 日系人 、第3回目事前研修に向けて

講師；（WYUAの活動について ） 比嘉千穂氏

（ゆんた＜会）山城興太氏

根路銘 マリア ソレダ氏

8月1 日（土） 第3回事前研修 JICA沖縄国際センター

10:00 ~ 16:00 内容：最終確認、琉球フェスティバルに向けて 多目的ルー ム

8月10日（月）～ 現地プログラム ドイツ連邦共和国

8月25 日（火） （次 ページに詳細記載）

9月26 日（土） 事後報告会 JICA沖縄国際センタ ー

セミナールー ム201

，
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現地活動日誌
1 日目：8月10 日（月）

【出発】担当：宮城 翔太

今日はいよいよドイツ研修の 1 日目！初

日から問題発生。なんと集合30分前に飛行

機の予定が変わって東京で一 泊することに

なりました。
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ドキドキの出発！！

2 日目： 8月11 日（火）

【出発】担当：西表 里鶴

11 日は朝から羽田→成田→アムステルダ

ム→デュッセルドルフというハードな1日

でした。日本時間は日付変わって、 朝でし

たがドイツに着いたのは夜だったので、 長

生きした気分になりました！ホストファミ

リ ーにも会えて、 これからの生活がとても

楽しみになりました。

恵まれた環境に感謝し、 みんなで力を合

わせてこれからも頑張っていこうと思いま

した！ ！ 

3日目：8月12日（水）

【活動内容：ドイツ国際平和村訪問、シュ

タインバー トギムナジウムでの歓迎会】

担当：遠藤 舞尋

今日はオーパー ハウゼンにあるドイツ国

際平和村を訪問しました。 そこでは母国で

ケガや病気を治療できない子ども達が沢山

いました。火傷を負ったり、手足が負傷し

ていたりさまざまでした。 ですが 、 子ども

達みんな笑顔でとっても優しい心をもって

いました。 これまで沢山平和学習をしてき

た中で 一 番あついものがありました。 やは

り実際にその子ども達 と触れ合 えたことは

大きいです。 とても貴重な経験をさせてい

ただきました。

午後からは学校訪問をし 、 学校で歓迎会

をしました。 ホー ムステイ 先のパー トナ ー

やそのお友達、 家族の方々と素敵な交流が

できました。

↑ドイツ人パートナーと

←写真提供：ドイツ国際平和村

4 日目：8 月 13 日（木）

【活動内容：N贈州環境省訪問、環境ディ

スカッション】担当：長濱 大祐

午前中 環境省を訪問しドイツの環境政策

について話を聞きました。 ドイツは、 2022

年までに原発を廃止し再生可能エネルギー

に転換を図っていくそうです。 再生可能エ

ネルギーに転換を図っている理由は原発が

ヽ
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危ないというだけではなく、 安全保障の観

点からも図っているそうです。

午後は福島の高校生の体験談を聞き、 そ

の後、 環境問題や基地問題など幅広い分野

についてドイツ人、 福島メンバー、 沖縄メ

ンバーでディスカッションしました。 これ

といった決定的な策は出ませんでしたが、

次世代を担う高校生がこのような話し合い

ができたことが解決策を見つけるより大事

なことだと思いました。

環境についてのディスカッションの様子

5 日目：8 月 14 日（金）

【活動内容：ポン歴史博物館見学、 ケルン

大聖堂見学】

担当：新垣 槙梧

午前中は、 ポンにある歴史博物館を訪れ

ました。 ここでは戦時中のドイツについて

ではなく、 戦後から今までのドイツの歴史

を学びました。 これまで戦時中のナチスド

イツ時代のことはよく知っていましたが、

戦後のドイツについてはあまり知らず、 と

ても得るものが 多い時間でした。

そして午後は 、 世界遺産のケルン大聖堂

を観光してきました。 600 年かけて築きあ

げたその大きさ 、 姿には圧倒されました。

ぐるぐるのらせん階段を何百段も上がり、

最上階まで行きました。そこからの景色は、

上がってきた疲れを忘れるほど素晴らしか

ったです。

ーケルン

大聖堂

ポン歴史

博物館一

口鵬
円ヨ＇璽］

言

6 日目：8 月 15 日（土）

【ホストファミリ ーとの一日】

担当：山口 枝梨佳

Die kaffeeというカフ ェに行ってきまし

た。 そこで目にしたのは大量のレシート！

今までこんなの見たことなかったので聞い

てみると、 「 カフ ェ ・ ‘ノスペーゾ」というも

のらしいです。 少しお金に余裕のある人が

一杯分多く支払ってレシ ートをお店に残し、

コ ー ヒ ーを買うお金がない方でもそのレシ
ー トを使えば頼めるというシステムです。

初めて知ったので衝撃的でした。素敵だな。

カフェにある

大量のレシー ト

7 日目： 8 月16 日（ 日）

【ホストファミリ ーとの一 日】

担当：大山 夏生

日曜日はGasometer Oberhausenという美

術館に行きました。 1988 年にガスタ ンクと

して稼働していて、 今では高さ 117mのヨ

ー ロッパでもっとも高い展示ホールだそう

です。

そして買い物に行きました。 ドイツでは

カートは最初に 50 ¢入れて、 カー トを返す
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時に 50 ¢が帰ってくるシステムで、 カ ー ト

を返さない人がいるので、 このシステムに

なったそうです。 そして棚の一 角に日本の

食材コ ーナーが小さいながらありました日

本コ ーナーを見るとり喜しくなります。

日曜日はドイツの食文化や歴史について

学ぶことができました。

ドイツで発見した
“

日本
＂

8 日目： 8月17 日（月）

【活動内容：ドイットヨ タ訪問】

担当：平 紗文

今日はケルンにあるドイッ トヨ タ を見学

してきました！朝、 出発時の気温はなんと

15℃。 本当に 8月？！って思いました。 ドイ

ットヨタ は欧州で車をどのように売り出す

か、 という戦略を練るところです。 車発祥

地でもあり、 文化やお客様のニーズも違う

ドイツで日本車を売るのは難しいことで、

ドイツでのシ ェア率は7万台強のうち ． 4%

と苦戦しています。 しかし欧州市場に合わ

せた車を作ったり、 ハイブリッド車を作っ

たりと様々な戦略で頑張り中です！ 午後は 、

TMG (トヨタ ・ モ ータ ースポ ーツ有限会

社） の見学でした。 たくさんのレ ーシング

カ ーを見ることができ、 とてもテンション

が上がりました。

名
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9 日目： 8 月18 日（火）

【活動内容：デュッセルドルフ日本クラブ、

在デュッセルドルフ日本国総領事館、 デュ

ッセルドルフ日本商工会議所訪問、 ツォル

フェライン炭鉱見学】担当：真久田 彩 il 

デュッセルドルフ日本クラブは 、 昨年で

創立 50 周年を迎える伝統のある組織で、 1

年間に 1000 のイベン トや活動が行われて

います。 日本人医師や不動産 、 ドイツ語教

室の紹介など常に掲示板に貼られていて 、

日本人にとって住みやすい街だと思いまし

た！

総領事館では 、 どのような仕事をしてい

るのか紹介してもらいました。 館内も案内

してくださり、 パスポー トを発行す る機械

など貴重な物も見せてもらいました。 沖縄

出身の職員さんもいて、 たまたま来館され

た方も沖縄の方で、 こんなところでもウチ

ナーンチュに会えるんだなと思いました！

日本商工会謙所では、 デュッセルドルフ

に日本企業が 多く誘致できる仕組みや、 取

り組みを教えてもらいました。 欧州の中で

のデュッセルドルフの位置づけや商工業、

ピジネスのお話がとても面白くて 、 自分の

中で新しい興味がわきました！

午後はエッセンに移動して、 世界遺産に

登録された炭鉱の採掘場を見学しました！

1931 年に造られたそうですが、 想像以上に

機械化と労働者の組織化が進んで いて、 衝

8
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撃的でした。人材の育成も行っていて、 本

当に驚くことばかりでした。

今日はとても内容 の濃い充実した日でし

た。

ツォルフェライン

炭鉱跡

10 日目：8 月 19 日（水）

【活動内容：授業参観、 平和学習、 三線交

流、日本語クラス参加】担当：仲山 夢乃

日本人とドイツ人で、 平和学習を行いま

した。1時間半という限られた時間の中だ

ったので 、 どれだけ有意義な意見交換がで

きるかは私達の下準備にかかっていました。

・ ドイツは隣国との関係はどのようになっ

ているのか。

・敗戦後、 ドイツの教育（平和教育など ）

はどのようになったのか。

私達はこの2点の日本との相違点を主な

テー マとして決めました。 どうしたらドイ

ツを知ると共に沖縄県を知ってもら えるか、

事前に何度も話し合いをした甲斐があって、

当日はみんな納得いく意見交換ができまし

た。

その後はドイツ人との三線交流でした。

三線を弾くことのできるメンバーが安里屋

ゅんたを弾き、 残りのメンバーで歌いまし

た。 ドイツ人は初めて弾く人がほとんどで

したが、 とても楽しそうでした。

三線交流の様子

11 日目： 8 月 20 日（木）

【活動内容：スポーツ交流】

担当：山口 枝梨佳

午前中は学校のスポーツ大会！体育館組

と陸上競技場組に分かれました。 私は陸上

競技場に行きました。 上級生は先生方のサ

ポー トという形で競技には参加せず、 結果

の記録や設営などを行っていました。そし

て、 なぜか見ているだけの私達も参加する

ことができました。メンバーのり一づがや

ってくれました。 輪（とはちょっと違う ）

投げ。 彼女はやり投げをしているので、 ド

イツの下級生達と桁違いの記録を出し、 見

事に記録更新。 下級生達は口をあんぐりさ

せていました。

午後は待ち に待った私達のスポーツ交

流！種目はバドミン トン！大盛り上がりで

バドミン トン大会が幕を閉じました。しか

し！なんと沖縄とドイツに分かれてもう1

種目やることにということでドッジポー ル

をしました。 終始沖縄チー ム優位でしたが

…ファビアンがなかなか当たってくれな

い！！！当たらない！！！終わ らない！！！最後の

最後でラッキーなこともあり、 結果沖縄チ

ーム勝利！

スポーツは壁がないなと感じました。 言

葉がなくともとても楽しいしたくさん笑い

ました。

，
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スポーツ交流

後

1 2 日目： 8月21 日（金）

【活動内容：琉球フェステ ィ バル準備】

担当：仲山 夢乃

朝デュイ ス ブルク駅 に集合 して近くの広

場でマミドー マーの道具作 り を し ま した。

実は、 道具はそれぞれ持参 した材料 で作る

ことになっていて、 ラッ プの芯や段ポー ル

など 、 各 自で用意 しま した。 マミ ドー マー

リ ーダーのま ひろが 気を利かせて絵具を買

ってきた り してくれたおか げで 、 少 し ずつ

それら しいものがちらほら。 隊形も最終 確

認して、 モチベー ショ ンが上が り ま した。

午後は各 自ホス トフ ァ ミ リ ーやパー トナ

ーと過 ごす予定になっていたのでミ ニ ゴル

フというものを してきま した。 ミ ニ ゴルフ

は、 18 種類の様 々なレ ー ンで、 何回 で ポー

ルを入れることができるのかというゲー ム

で した。 日本人は、 みんな初めてやったそ

うですが、 みんな良い勝負とな り 大盛 り 上

が り で した ！

今日はパー トナ ーとの中が深まった 1 日の

ように感じます。

マ ミ ドーマーの道具作

り

1 3 日目：8 月22 日（土）

【活動 内容 ： 琉球フェステ ィ バルリ ハーサ

ル】

担当：宮城 翔太

朝みんな で集まって琉球 フ ェ スの練習。

いい感じに仕上がってきま した！ 道具は全

部手作 り 。 ただこのフ ェ スが 近づいてくる

につれてこの研修も終わ り が近付いている

かと思うと泣きそうです。

午後は会場がある デ ュ ッ セ ルドルフに移

動 して実際のステージ で 練習 し ました ！ 崎

原さんの三味線と歌声を生 で 聞いて 鳥肌た

ちま した。 伝統芸能やっている人ってかっ

こいい。

その後解散して僕らは ピク ニ ッ クに行き

ま した！あま り なじみがない ピク ニ ッ ク で

すがダンス した り 鬼 ご っこした り とのんび

り 過 ご しま した。 近くで結婚式が あったの

か花嫁と花婿がいてとてもきれい で した。

ド イ ツ 人パー ト ナー と の ピ ク ニ ッ ク

1 4 日目：8 月 23 日（ 日 ）

【活動内容 ： 琉球フ ェ ステ ィ バル】

担当 ： 遠藤 舞尋

今日は琉球 フ ェ スティ バ ルがあ り ま した。

第 1回 目の事前研修から こ のフ ェ スに 向 け

取 り 組み披露する マ ミ ドーマ ー、 クイチ ャ
ー の練習を重ねてきた私た ち にとってドキ

ドキの本番当日。 最初はみんな 緊 張した面

持ち でしたが練習よ り 声も で ていて踊って

10 



いてとても楽しかったです ！ くいち ゃ ーの

時 は 会 場のお客さんやドイツ人パ ートナ ー、

ホストフ ァ ミ リ ーを巻き込んでみんなで踊

りました。 こんなに盛り上がると は思って

いませ んでしたが、 会場一体になってくい

ち ゃ ーを踊っているとき はとても胸が熱く

なりました。 エンデ ィ ン グで カ チ ャ ー シー

をしてフ ェスが終わった 直後…なんとドイ

ツ人パ ートナ ーからサ プライ ズで プレゼン

トが ！ 研修も終盤になり改めてみんないろ

んな感情を抱き、 たくさ んの出会いがあり、

こ の機会に感謝でいっ ぱいだと感じました。

1 5 日 目 ：8 月 24 日（ 月 ）

【帰国】 担当：新垣 槙梧

琉球 フ ェ ス テ ィ

バルでの様子

朝早くからのフライ トだったのにもかか

わらず、 たくさんの人た ち が見送りに来て

くれました。 ホストファミ リ ー、 パー トナ

ーと笑顔で サ ヨナラを言うつもりでしたが 、

い つの間にかみ んな涙があふれていました。

私た ち 1 0人 は 同 じ期間、 同 じドイツで、 同

じス ケ ジ ュ ールを こ なしてきました。 しか

し、 そこから学 ん だ こ と は10人それぞれ違

うものだったと思います。 そしてその学び

は、 きっと こ れからの人生の道しるべとな

り、 糧となり、 私た ち を支 え続けるものに

なるでしょう。 今回出会ったすべてのみな

さん、 ありがとう ご ざいました。 ドイツと

沖縄の繋がり はより固く結ばれました。 ま

た、 いつか会いましょう ！ チュ ース ！

1 1  

1 6 日 目 ：8 月 25 日（ 火）

【帰国】 担当：大山 夏生

ただいま ！ 沖縄 ！

空港に て 。 再会

を約束 し て お

別 れ し ま し た 。

ア ムス テルダム→台北→沖縄と世界一 周

できたような 1 日でした。 ドイツから帰る

時は朝早くてお別れと言う実感がなかった

のですが、 飛行機に乗って遠くなっていく

ドイツを見ると実感が湧いてきてさびしく

なりました。 またホストフ ァ ミ リ ーや県人

会の方、 松尾先生に会いにドイツに行きた

いです ！

ドイツで学ん だ貴重な経験をこれからに

活かせるよう努力したいです。

こ のような貴重な機会をいた だき、 関わ

った方々本当にありがとう ご ざいました。



主な活動について

ド イ ’'I生活

宮域 翔太
ドイ ツの市場について紹介します。基本的

に日本の市場とそんなに 変 わらなくて、 お年

寄りの方がたくさんいました。ただ、 やはりドイ

ツの市場だけあって、 パン 、 チーズ、 ソーセ ー

ジ専 門の屋台があってたくさんの種 類をおい

ていました。ドイ ツの市場に限ったことではな

いのですが 、 私たちが行った時 期に蜂が大鍼

発生 していて 、どこに行っても蜂がたくさんい

ました。特にこの市場では 蜂が 多か ったように

感じます。

ドイツの市場

学校生活

遠藤 蝙尋
ドイ ツでは 6 歳 で日本の小学校にあたる基

礎学校に入学 し、 卒業する 1 0 歳で将来の道

の選択を強いられます。中 等教育には 、 ①就

職し 、職業訓 練を受ける基幹学校。②職業専

門学校への進学を目指す生徒が進む 8 年制

12  

の実科学校。③大学進学希望者が進 む 8 年

制のギムナジウ ムに分かれます。高等教育に

は総合大学と専科大学に分かれています。

実際にギ ムナジウ ムで授業を受けて感じた

ことは 、ドイ ツの学校は日本 の 大学のように 、

好きな授業を選 択 し 、その授業がある時間に

学校にくるので 、 登校時間や下校時間は 各 自

パラバラです。また、 日本の学 生に比 べてとて

も積 極的で 、 「 今日は 私が 授業をする」といっ

て生徒が授業をしたり、 疑問点があると、 あて

られる前にすでにたくさん挙手をしていたり、と

ても面 白 かったです。

授業参観としてドイ ツの学校を訪れ 、 日本と

の教育の違い 、 学 生の 違いを肌 で感 じること

ができました。これからの私にとって 、とても貸

重な経験が できました。

学校の様子

［ケ＇しン臼聖堂 I 
新垣 槙梧

ケルン大聖堂は 正式名称を聖ペ ト ロとマリア

大聖堂と言い、 1248 年から約 600 年 かけて完

成されたドイ ツ で 最 大 の 大 聖 堂 で す。第 二次

世界大戦 では 数発の弾丸を浴びるも崩れるこ

ー ・

... 



とはなかったようです。1 966 年から世界文 化

遺産に登録されています。

ケ ルン大聖堂は 、 ま さ に 自 分が想い描いて

いたヨーロッパの教会 ！ という感じでした。ほ

とんど見られない ようなところまでに綺麗に装

飾されていて、ドイツ人の美への追求心が感

じられました。今でこそ 自 然との調和で美しい

街 並みが 整っているドイツですが、 伝統的建

造物の人工的な美しさはその中でも一段と輝

いていました。この美しさはこのような細かな

こだわりが集まってできているんだなと感じま

した。また、 キ リスト教とドイツの歴史的な深い

つながりも感じました。ケルン大聖堂は大きす

ぎて教会であることを忘れてしまいそうでした

が、 中では教会らしいことが行われていて、 と

ても神聖な雰囲 気が 漂ってい ました。観光と

かそういうことがなかった時 代に 、 純粋に神を

あがめてこんな大きなものを石器し、 何百年も

かけて実際に造り上 げたドイツの人々の信仰

心は昔から受け継がれているのだと感じまし

た。

ケルン大壁堂

I ポン歴四専 物館―-—

でき、 時 代の移り変わりを見ることができま す。

ドイツでは、 ナチス時代の過ちを二度と繰り返

さないために 、 戦 争に関する当時の 資 料を

『情報公 開』をすることが 一 番の義務であり、

平和を目指すための一番最初の方法であると

考 えています。博物館には、 戦後の復興の歩

みが分かるドイツのみどりの党による政治政

策や 、 東西ドイツ時 代の経済格差の問 題 や 、

冷戦時代、 ベ ルリンの壁崩壊…と 1 日 では見

つくせない内容があります。

敗戦国というより、 加害国の立 場に重点を匿

いて真摯な態度で、 戦後の課題 や隣国との関

係を改 善していこうと

するドイツは、 今の 日

本をより良い国にする

ための 、 良い手本にな

ると思いました。

ポン歴史 博物館

I ド イ ツ国際平和村 | 

平 紗文
ドイツ国際平和村での主な活動は①貧困 、

戦争で傷ついた子どもたちを受け入れ 、 治癒

して母国へ帰す②子どもたちの母国の医療状

況を改善する活動③ 多くの人に平和について

考 えてもらう活動の3つです。職 員の方のお話

で印 象に残っているのは、 子どもたち のケガ

の原 因についての話でした。施設にいる子ど

西豪 里鶴 もたちは骨髄炎や火傷が原 因の子が 多く、 母

ポン歴 史 博物館では主に第二 次世界 大戦

後から今 日 に至るまでの現代史を学ぷことが

1 3  

国の医療環境が整っていないため深刻化して

しまうそうです。他にも、 戦 争 には 直 接関係な
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いけれど、戦争が 起こったため、その二次 被

害でたくさんの子どもたち がケガや病気で苦し

められている状況です。この話を聞いて、戦争

がなくなれ ば平和になる、という私の考えは大

きく変わりました。

その後、子ども達と広場で交流をさせてもら

いました。ひどいケガを負っていることを少しも

感じさせないくらい元気で、日本の子どもと変

わりないくらい前向きで無邪気で、 パワ ーがあ

ふれか えっていました。その姿を見て、最初は

ギャップに戸惑いました。今までたくさん平 和

学習をしてきましたが 、 平和村での体験が 1

番戦争の恐ろしさや醜さを感じることができた

と思います。遠い昔に終わっていると思ってい

た戦争は、いまだにおこっている場所があって、

たくさんの人、 それも自分より幼い子たちも傷

ついているという現状を目の当たりにして、

改めて平和について考 えさせられました。

そして、 教育の大事さにも気づくことがで

きました。 普段何気なく学校に通っていま

すが、 この生活は当たり前なことではない

んだなと思いました。

平和村で見たこと感 じたことをたくさん

の人に伝 え、 戦争の怖さを知ってもらい、

そして少しでも平和村の役に立てるよう努

力していきたいと強く思っています。今回、

平和村に訪問 したことはとてもいい経験に

なりました。この経験を忘れずに、 将来に

繋げていきたいと思います。
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写真提供 ： ドイツ国際平和村

| NRW 州環境省 I 

長濱 大祐

ドイツは 2 0 1 1 年の東日本大震災をきに脱

原子力発電を決めました。

1 9 6 2 年から約 5 0 年にわたり原 子 力発 電

を行ってきたドイツが脱原発を決めたの は メル

ケル首相の考 えの変化がありました。もともと

メル ケル首 相 は原 子 力の平和利用 について

は 推 進の立場でした。しかし、福 島 第 一原 子

力発 電所の事故を受 け、 「 高い技術力を持っ

た国ですら 、 原 子 力は コントロ ールできない 」

と判 断し、脱原発を決めました。

ドイツはエネルギ ー政策の基本方針として、

「 安定供給の 確 保」 、 「 自由競争による適切な

エネルギー価格の安定」そして 、 「環境問題 へ

の取り組み」があります。

この基本方針の下 、 ドイツ は 2 0 2 0 年まで

に原発を廃止し再生可能エネルギー ヘ の 転

換。2 0 3 5 年までに再生可能エネルギーでの

発電の割合を60 ％にし 、 2 0 5 0 年までに 1 9 9

9 年比で90％ の 二 酸 化炭素排 出 筵 削 減を 目

標としています。

I一 平和学習 I 

山口 枝梨佳

ドイツは日本とよく似た歴史 背景を持つゆ え

に比 較されることがよくありますが 、 実際には

何がどう違うのか 自分 自身よく知らなかったの

で、直接ドイツ人に話を聞くいい機会になると

思いました。ドイツの学生と話したいことがた＜

さんあり、テーマを決めるのにもだい ぷ時間が

かかりましたが、「隣 国との関係につい て」ま

た「教育について」 の 2 つのテーマについてみ

J
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んなが一番知りたかったのでこのテーマに決

まりました。「隣国との関係について」は、ドイ

ツは 多くの国に隣接していながら友好な関係

を築いているので、 韓国 ・ 中国との関係を持つ

日本の立場として、 どのようにして他国と和解

して付き合っているのかを知りたかったからで

す。また、 「教育について」は、 第二 次世界大

戦後、ドイツは国の反省の姿勢をよく取り上げ

られるので、 教育はどうなっているのか知りた

かったからです。また、 日本は地域によって平

和教育の内容 が異なります。例 えば沖縄なら

沖縄戦、 長崎 ・広 島なら原爆 、 東京なら空戟な

ど、 差が生じてしまいますがドイツの教科書 ・

教育はどうなのか興味があったからです。

今回平和学習を行って、 年下の高校生たち

とここまで真剣に対話でき る ことに鵞 きました。

しかも一人一人意見を持っていて、 先ほど紹

介したように、 自分の意見が誰かと違ったとし

ても自分の意見を大切にして主張していまし

た。そして、 どんな質問をしてもち ゃんと答 え

が返ってくるので、 学んでき た豆が違うんだな

と痛 感しました。ドイツの 「教育を受けたり何か

を学んだりして、 反省をして、 そして前を向い

て改善に努める」姿勢や、 「当たり前のこと、

今やるべき ことを当たり前にやる」姿勢をとて

も見習いたいと思いました。私もまず 自分の

国 ・ 地域（ 足元 ）をしつかり勉強して固めて、 沖

縄から世界に平和を伝 えていけるように頑張

りたいです。

平和学 習の様子

15  

1 日本企業にっ七―|

仲山 事乃
今 回、ドイツに住む 日本人から様 々 な話を

聞き、 私が思ってい た以上にドイツの中で 日

本の存在が大きかったことに衝撃をうけました。

遠いヨ ーロッパでも 日本という国が受け入れら

れ、 組織を作り機能していて、 凄いと思いまし

た。今回のプ ログラムのように、 今後も沖縄と

ドイツの交流を積極的に深め、 いつか 日 本と

してでなく沖縄として、ドイツと関係を築いてい

けたらいいなと思いました。

ドイッ トヨタ訪問

1 琉球7 ェ ステ ィ ItIL | 
大山 夏生

事前研修の時から琉球フェスティバルで何を

やるかを一所懸命話し合い 、 沖縄の様子を感

じられ る マミドーマーと、 みんなが 一緒になっ

て踊れるクイチャーを踊 ることにしました。

本番の会場は 多くの人で賑わい、 立ち 見が

でるほどでした。

ロビ ーには沖縄の料理サ ータ ーアンダギー

やタ コライス、 黒糖ケーキ、 シ ークワ ーサージ

ュースなどが立ち 並んでいました。他にも紅 型

ワ ー クショップや沖縄の 島 ぞうり、 三線があり



とても沖縄感満載のフェスティバ ルでした。沖

縄県人会の外間さんはジューシーとクーブイ

リチーを作ってくださり私はそのお手伝いをし

ました。ドイツの 方は食 ぺないだろうなと思っ

てい たのですが、「これはなんですか ？」 「なに

が入ってますか？」と興味を持ってくださり飛ぶ

ように 売れました。おいしいと言っておか わり

までしてくれたことが本当にり喜しかったです。

算台では様々な演算が行 われました。ドイツ

で活動している無限道場の勇ましい空手や棒

術、躍 動感溢 れる太鼓など沖縄の文化が海

外で受け入れられ発展している そのことにり喜

しく思いました。プログラムが進み、私達 の出

番。本番では千原エイサー保存会のみなさん

の口笛や太鼓会場にいるみなさんの手拍子

に助けられみんな笑顔で楽しめました。クイチ

ャ ーとカチャ ーシーは会場のみなさん全 員を

る力はすごいなと思いました。沖 縄 県人 会の

方もご飯を 作ってくださったり人の つながりを

感じることができました。沖 縄 の文 化は 遠く離

れたドイツでもドイツの人々に受け入 れられ発

展し、沖縄は 私達の誇れる文化だと改めて感

じました。そして沖縄に興味を持ついい機会に

なりました。

琉球フェスティバ ルは貴重で濃厚な経験に

なりました。この経験はこれからの私達 の糧に

なると思います。この繋 がりをこれからも大切

にしたいです。

巻き込んで沖縄旋風を起こしました。名前の 琉球フェスティバルの様子

通りドイツ人、ウチナ ーンチュが 混ざり、会場

一体となって楽しむことができました。まさに

最後にふさわしい 素敵なフィナーレでした。

沖縄の文化を通して遠く離れたドイツで沖縄

の文化を共有し楽しむことができ、文化のカ

は 素晴らしいとおもいました。また、遠く離れた

地でも沖縄を忘れず、こうして主催し盛り上げ
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参加者感想

「 面 白そう！ とにかくやってみたい！ 」最初

はとても単 純な動機でした。海 外に行った経

験もなく、 ホー ムステイや様々な学年の人と数

週間行 動を共にすることもなく、 気がつけば大

学 三 年の春。そんな私が、 前向きに何かをや

りたいと初めて行 動を起こしたのが、 この海邦

養秀ネットワ ー ク 構築事業への参加でした。

幼い頃から沖縄の芸能が大好きで、 文化交流

を目的としたこの事業に興味を持ちました。

事前研修で沖縄の移民史にも触れ、 ヨ ー ロ

ッパにも沖縄県人会が 多数あることを知りまし

た。現地でも沖縄県人会の方にはとてもお世

話になりました。特に、 会長の崎原さんとの出

会いは、 私に大きな影響を与 えました。同じ芸

能を愛する者として、 海 外での生活や 海 外に

おける沖縄 芸能を、 良くも悪くも事実として 受

け取ることができました。私が持ち続けてきた

理想と、 その現実を知る機会を与 えられたこと

は 、 とても幸運だと思います。芸能とどう向き

合い、 付き合っていくのか、 私なりに考えを深

めることができました。彼との出会い、 現地で

過ごした時間は長いとは 言 えませんが、 私に

とって 大きな財産となっています。
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鴫鴫大学 3 年 真久田 彰

もうひとつ、ドイツで得た大切な財産は、 シ

ュタインバ ートギ ムナジウ ムの仲間です。沖縄

から来た私たちを温かく迎え入れ、 高校生と

いう多感な時期だったけれど、 授業での交流

やデ ィスカッションもとても楽しく過ごすことが

できました。休 日には、 ステイ先の兄妹を連れ

ての動物園や、 日本語クラス以外の友達との

ショッピングにも誘ってくれて交流の栓が広が

りました。帰国の日には、 朝早くに空港に集ま

ってくれて、 文字通り涙の別 れを経験しました。

彼らとは 、 今でも Facebook や lnstagram など

の SNS を通じてコメントをしあう仲です。こうし

た繋がりが少しずつでも続いていることが、と

ても誇らしく思います。これから大学進学や就

職を機に、 私たちの世界はさらに広がり、 日本

とドイツの国境は近づいていくのだと思うと、

時がたつのが楽しみでなりません。次 に会う

まで、 もっと成長していようと思える仲間こそ

が私の財産です。

【黒鳥ファミリ ー】



私がこのプログラムに参加したきっかけは 、

母がこの事業のことをどこかから聞きつけて 、

応募を勧 めてくれた事が 始まりだった。普段 、

面例くさがり屋である私だが 、この事業に関し

ては珍しくやる気になった 、というのも、この事

業の派 遣先がドイツだからというのが大きな

要因である。私は 大学でドイツ語を専攻してお

り、 将来ドイツという国に関 係 のある職につき

たいと思っていたので 、これは 大きなチャンス

だ、と感じ応募してみた。説明会に参加した わ

けではないので 、 どの くらいの人が応募してい

るのか見当もつかなかったが 、いざ 受かって

みるとかなり多 くの人が応募していた事が分

かった。非 常に 恐縮である。そのうえ 、 この事

業のリ ーダーをやらせていただく運びとなり 、

普段の私からしてみると、す ご く活発的に思 え

る。研修は ほ ぽ毎週あり、 大阪と沖縄の往復

はすごく大変で、 必修のドイツ語の授業をその

度ごとに休まなけれ ばならなかった。それでも

何とか研修を終え 、いよいよドイツヘ旅立つ日

がやってきた。

出発当日は 、初日から飛行機の トラブルで、

成 田 経 由で行く ことになり、 不安を感じたのを

覚 えている。成田からは特に大きな トラブルも

18 

大暦大学 2 年 富鑢 "
なくドイツのデュッセルドルフ空 港に到着した。

そこから二 週間 、 私たちのドイツ生活が 始まっ

た。今までの人生で一 番濃い 二 週間だったの

ではないかと思う。毎日 、たくさんの新しいこと

を経験し 、夜に は くたくたになって床に就 く 、と

いった生活であった。正 直 、この滞在中はあま

り眠れなかった。研修で訪れた場所 や 、出 会

った人々が私の刺 激となったのはもちろんの

ことだが 、毎日一 緒に生活したホストファミリ ー

の方々や 、パ ー トナ ー達と過 ごした 日 々が 今

後の人生に強い影 響を与 えるだろう。このドイ

ツ研修は 成功であった。

帰国後 、 明らかに意 識が 変わったと 自 分で

も感じる。ドイツでの滞在で 、 幼い ころの私 の

夢と 、 私が外国語学部へ入学した動機を思い

出したのだ。私の夢は通訳 、 あるいは翻訳家

になることで 、言語のスペシャ リストになりたか

ったのである。最近では進んで留学生の方た

ちとコミュニケーションをとるように心がけてい

る。様々な国の人たちと友達になり異 文 化交

流を楽しんでいる。この研修に応募してよかっ

たと心から思う。

【仁木ファミリ ー】
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この事業に応 募するときに 自分の芯となっ

ていたのは 「 平和 」という言 葉でした。ドイツの

平和に対する姿勢や若者の考 えを学びたいと

強く思っており、 そもそも、 「平和」が 芯 になっ

ているのは、 私 が 沖縄の歴史を背負っている

ウチナ ーンチュだからと言う他なく、 同 じくそれ

を背負いながら海 外で暮らす方々の話もぜひ

聞いてみたいと思いました。とても運 良く、 ウ

チナ ーンチュとドイツ人に加 え、 福島県の方々

と行動を共にする機会があり、 沖縄県 民がど

うしても遠くに感 じてしまう原発問題をダイレク

トに突き付けられ 、 また、ドイツが福 島の原発

事 故を受けて危惧しすぐに脱原発に踏み切っ

た行動 力を知ることができ、 衝撃と刺激を受け

た ことは貴 重な経験になりました。ドイツの行

動 力 は 生き方にも反 映されていて、 彼らは 正

直に考えを伝 えるし、 正しい · 優先すべきと思

ったことに迷いもなく向 かっていく姿勢は学ぶ

ものがあると思いました。そして 、 その姿勢は

加 害国としての反省が影響しているのだろうと

平和学習を通して感 じました。自分より年下の

・ 高校生たち ー人 ひとりの 「学び、 反省し、 行 動

する」という平和に対しての芯 が 通った姿勢を

学ぶことが でき 、 一つの 目 標を達成することが

できました。

もう一 つの目標は、 話を聞かずとも県人会

会長の崎原さんを身近で感じることで達成さ

れました。三線や歌に乗せて沖縄を伝 える光

景は忘れられず、 沖縄と覚悟を背負って飛び

出したことが伝 わってきました。ウチナーンチ

ュが持つ パ ワ ー 、 特に最終日のカチャーシー

は必ず人々をひとつ にすることができるし、 沖

縄の心は世界に平和を発信するために必要

だと再 確認することができました。

約 2 週間、 自分 自身を始め沢山のことに向

き合う夏 になりました。研修メ ン バ ーやドイツ

の家族・友人と出会えたことを大切にしながら、

将 来 ウチナ ー ンチュとして平和を伝 える人に

なるため に、 これからも全 力で学んでいきま

す。

【クルテンファミリ ー】
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私 は 今 回 こ の 事業に参加して 、 多 く の 素 敵

な出会いがあり ました。 まず 一 人 目 は 、 言うま

でもなくホス トファミリ ーの 方 々 です。 2 0 代 に

なってから ドイツに移住 し結婚したという小野

さん は、 とても隅気な方で、 いつもおいしいドイ

ツ 料 理 を た く さ ん ふ る ま っ て くれました 。 小 学

生 の マ イ ク と トモも私ととて も 仲 良 く してくれま

した。 お別れの 日 に二人からもらったプレゼン

ト は私にとって大切な 宝物です。 ト ーマスさん

も 家 庭 的 な旦那さんで、 言 葉 が通 じな い な が

らも歓迎会やお別れ会をしてくださ り 、 ツィマー

マン 一 家 に は 言 葉 で は 表 せ な い ほ ど の 感 謝

でいっぱいです。 そして二人 目 はパートナーの

ファピアンです。 彼 は長 身の優しい 男 の 子で 、

私のつたない英語を聞き取 り 、 ドイツの話や彼

が好きな 日 本のマンガについて話してくれまし

た。 彼 は今でも頻繁にメッセ ージを送ってくれ

ます。 遠く離れても気にかけてくれる 友 人 がい

ること はとても幸せなことだと思います。

そして三人 目 は 県人会の会長の崎原さんで

す 。 私たち のホームステイに合 わ せ て 開 催 し

てくれた琉球フェスティパルで は 、 崎原さん 自

身が三線を弾い た り 歌た り 、 沖縄の芸能を披

露してくれました。 私たち も琉球フェスティパル

に向 けてマミドーマーを練習し 、 披露 しました。
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崎 原 さ ん の お か げで私 は 、 自 分 が 習 っ て いる

琉球 の 文 化 が世界にも通 用 す る こ と 、 沖 縄の

文 化 で 、 芸能で 、 カチャ ー シー で 、 多 く の 人 を

巻き込み笑顔になれる の だ と い う こ と を 知 り ま

した。

今 回 、 人 と の 出 会 い だ け で な く 新 し い 価 値

観との 出 会 い も あ り ま し た 。 平 和 に つ い て 、 環

境 に つ い て 、 日 本 に つ い て 。 外 に 出 る こ と で新

し い 考 え 方 に 触れ 、 ま た 私 自 身 の 考 え に も 影

響 を 与 え て く れ ま した 。 ド イ ツ で の 経験 は 、 世

界を知っ て沖縄を 知 る 、 第 一 歩 に な り ま し た 。

こ の 事 業 に参 加 で き た こ と 、 こ の 事 業 に 携 わ り

支 え て くれ た 全 て の 人 に感謝 し 、 今 後 私 は 沖

縄 の 次 世 代 を 担 う 若 者 と し て 頑 張 っ て い き た

いです。

【 ツィマーマンファミリー】



菖皇富響学校 3 年 大山 夏生
私にとって海 外という言 葉は、その言葉を

聞くだけでわくわくするところです。 日 本と違う

文化や歴史、習慣。 日 本にいるだけではわか

らないたくさんのことを教 えてくれます。学校で

「海邦養秀ドイツの家族に会いに行こう ！ 」の

ポスターを見たとき、私は参加しようと心に決

めました。ドイツに研修にいけるだけではなく、

そこに住んでいる沖縄の人と交流もできること

がとても魅力的でした。

研修で印 象的だったのはドイツと福島の学

生と、環境と平和について話し合ったことです。

ただドイツに行っただけではわからないことを、

その土 地に行き 、 暮らしている人から聞くこと

ができたのは、テレビ を見るより、本を読むよ

りも重みがあって、 とても現実味を 帯びていま

した。ドイツの環境 、 平和、福島の原発につ い

て考 えていること、とってきた政策 、 現在の状

況 を知ることができました。沖縄のことにつ い

ても伝 えることができ、お互い情報交換ができ

ました。学ぶことは 多く、 これからの私たちの

生 活、沖縄に活かしていける中身の詰まった

話し合いになりました。

琉球フェ スティバルでは言 葉や国境の壁を

越 えた伝統や 文 化を感 じることができました。

言 葉は通じなくてもみんなで一緒に踊ったカチ

ャ ーシ ーは沖縄の文化でつながっていると実

感しました。沖縄県人会の方 々 は沖縄から遠

く離 れたドイツという土 地にきても沖縄の心を

忘 れ ず 、 企 画し 行 動し、助け合うその精神は

まさにうちな一のち むぐくるを感 じました。勇 壮

なエイ サー、華麓な演舞 、 美しい 三線の音色、

沖 縄 一 色 に包まれた会場は忘れられない思

い出になりました。ドイツの学生が積極的に三

線を弾いて歌ってくれたり、ドイツの地で空手

が行われていることに嬉しくなりました。沖縄

の文化は誇れることで、私もウチナーンチュと

して沖縄のことをもっと学ぶ ぺきだと痛感しま

した。

この研修は私を 大きく成長させてくれました。

行動して、現地で見て、そこで荘らしてる人と

話して初めてわかること、 たくさんのことを経

験し吸収することができました。一 緒に切磋琢

磨し学んだ1 2人、まきさん、りょうこさん、県人

会の方、ドイツの学 生たち 、ホストファミリ ー、

崎原さん 、 松尾先生との繋がりを 大切にして

いきたいです。このような機会を用 意してくだ

さり本当にありがとうございました。

【バウムガーテンファミリ ー】
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轟調高響学校 3 年 輯垣 鶴憬
私にとってこの 二週間の研修は、ドイツ文 日本との違いを感じる一方で、 日 本を感じ

化を 知るだけでなく、 日本、 そして沖縄を知る ることもありました。 学生達とマンガやジブ リ の

二週間でもありました。 研修前からドイツ含め 話で盛り上がったり、 お店で「Hokkaido」という

て欧州の 国々については、 新聞やテレピを通 名前のカボチャが並んでいるのを見つ けたと

して 自分の中にはイメージが出来上がってい きは何故かうれしくなりました。ドイツから見 え

ました。 街がきれい 、 白 人で背が高い人が 多 た日本は、 ユースカルチャ ーの 一 部として認

い、 曖昧なことが嫌いなど。 今回ドイツを訪れ 、 知されているようでした。 しかし 、 やはり沖縄 に

そうだったことも、 そうではなかったこともあり

ました。 街は実際にとてもきれいでしたが、 街

を歩いているとヒジャブをまとった中東系 の女

性が歩いているのをよく目にしました。移民問

題が深刻化している中、 日本で暮らしている

限りではその問題も紙面の中だけの話のよう

に感じていましたが、移民に対して寛大である

ドイツで初めてこの問題が私の中で現実味を

帯びました。移民についてドイツ人学生たちに

話を聞いてみると、 過去 の戦争の反省から移

民は寛大に受け入れていると言います。 実際

にドイツ人の 多くが 国 民として誇りが持てない

ほどに戦時の過ちを悔悟し、 それぞれが平和

の実現のために自分なりの考 えを持っていま

ついて知っている人はまだ少ないです。 そこで

もっと知ってもらおうと、 琉 球フェスティバルや

三線交流で沖縄 の文化に触れてもらうと、 皆

とても興味津々になり楽しんでいるようでした。

中には、 三線の演奏を聴いて感動し 「 沖縄 に

行ってみたい」と言ってくれる人もいました。 こ

の小さな島の文化が遠く離れた国でこ のよう

に認められ、 広まっていく。 そうして私たち は

誇りを持ち、 文化は これからも継承されていく

のだと思います。 今、 沖縄の 文化は危機的状

況にありますが、 このように海外でも認められ

ているということを皆に知ってもらいたいです 。

毎 日 が新たな出会いと発見の 毎日で、 刺 激的

な 2 週間でした。 私は、 日々の中でこの経験を

t-

した。 この過去と向き合う姿勢があるからこそ 皆と共有し 、 これからの沖縄とドイツのつなが r 
世界から認められているのだと思います。 りを築いていこうと思います。

【黒鳥ファミリ ー 】
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沖縄鼻学ii薯学楕 3 年 重畢 皇•
私は小学校 6 年生から3年間、 母の転勤で

ドイツに住んでいたことがきっかけで、ドイツに

興味を持ち ました。

当時の私は、 ウチナ ーンチュなのに沖縄の

ことを深く知らなかったけれど、沖縄県人会に

入り、 沖縄の文化や 温かさなどの 「 良さ」 につ

いて再認識しました。

日 本に帰国す ると、 今度はドイツについてよ

く 考 えるようになり、 自分が思ってい る 以 上に

ドイツが好きになってい ました。 そして今度は

自分の意思でドイツに行って勉強したいと思

い 、 応募しました。

ドイツに行 くと県人会の方々やホストファミリ

ーが温かく 迎えてくれました。 現地では平和学

習や環境問題についてドイツ人高校生と討論

したり、ドイツ国際平和村や環境省を訪問した

りすることで多 くのことを学びました。 特に私は

ドイツと沖縄の平和に対す る意識の違いが 一

番 印 象に残っています 。ドイツでは 「加害国」と

ここでも、基地があること自体 や、 それによる

弊害が多く取り上 げられていて、 主観が強く入

っています。しかし、反 対派の意見と恩 恵を受

けている人もいるという事実、 政府とは 矛盾が

生じていて強い主観が入っている限り、 何でも

自分たちの都合の良いように解釈しているま

までは何も変わることは 絶対にできないと強く

思います。

私はドイツに行って、 客観的に物事を捉 える

ことが大切だと思いました。 そのためには 、 偏

った見方ではなく、情報を公平に公正に流し、

教育活動に取り入れ、 加害 国という立場も忘

れずに真 摯な姿 勢で臨 め ば近隣国との 関係

も改善していけるだろうし、よりよい未来を作っ

ていけるだろうと思いました。

また 、 互いの良いところを取り入れて、学び、

高め合い、 自然と発展の 調和 のとれた沖縄を

築き 、 どこに行っても根を張り、 人脈を築ける

ことができ、 沖縄とドイツの 双方の 良さを伝 え

いう立 場から 自分たちの犯した罪がいかに残 られるような人になりたいと思いました。

酷 だったかということを何一 つ 隠すことなく情

、 報を公 開 す る ことが、二度と戦 争を繰り返さな

いため の 第 一 歩と考 え、教育活動にしっかり

取り入 れています。

こうした真 摯な 態度で戦後の問題に向き合

い 、他国との関係を改 善していったことで、積

極 的 平 和主義のドイツができあがったのだと

思います。

一方 、 日 本は敗戦国という立 場に重点を置

いて、 戦 争の悲惨さを強 く訴 えてい ます。 特に

沖縄の基地問題はよく問題になっています 。
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冑■高壽学校 3 年 亭 鰺文
ドイツでの 約 2 週間の プログラムは 、本当に

内容 の濃い充実した期間でした。ホームステ

イさせていただいた Erwig 家の 皆さんはとても

良い方達で、 ホストシスターの 3 歳 の子がもの

すごく懐いてくれて 、妹ができたみたいでとて

もり喜しかったです。ほかにも、 家族みんなで買

い物に出掛けたり、 ロックフェスに行ったり、バ
ーベキューをしたり。ホストファミリ ーと過ごし

た時間はとても楽しかったです。

研修では 、ドイツ国際平和村や歴史博物館、

総領事館など多くの場所を見学してきました。

その 中でも一 番印象に残っているのは 、ドイツ

国際平和村に訪問した時です。自分より幼い

子達が戦争やその 2次 被害によってひどい怪

我を負っていて、しかしそれを感じさせない ほ

ど元気に走り回っていたり、 無邪 気な笑顔で

話しかけてくれたりしました。その姿を見て、 初

めて戦争の恐ろしさや醜さを身近に感じること

ができました。私 のホストマザーは平和村で働

いているので 、 職員の方やジャーナリストの方 、

ポランティアの方達と食事をする機会が 多くあ

りました。その時にも世界で起こっている紛争

問題や 、平和村についてたくさんお話を聞か

せてもらいました。今まであまり関心がない部

分でしたが 、実際に見たり話を聞いたりするう

ちに 、 自分に何かできることはないか 、と自然

と思うようになりました。将来 、 平和村に何か

しらの形で支援していきたいです。

研修で次 に印象に残っているのは 、ドイツ

の高校生との 三線交流と、デュッセルドルフで

行われた琉球フェスティバルに参加したことで

す。三線交流では 、 最初三線を教えた時みん

な難しそうにしていたのが 、だんだん上達して

いって 、最後

に歌と合わ

せた時、 楽し

そうにやって

いるのを見て

とても嬉しか

ったです。異国の地で 、 沖縄 の文化を伝 える

ことができて本当に良かったです。また 、琉球

フェスティバルでは 、ドイツ沖縄 県 人 会会長の

崎原さんの三線演奏や千原エイ サー保存会

のエイ サーなど 、 久々に沖縄を感じることがで

きて涙が出るくらい感動しました。自分達が披

露したマミドーマーとクイ チャ ーも、 お客さんが

盛り上がってくれてり喜しかったです。最後に会

場全員でカチャ ーシーをして 、 文 化 や習 慣 の

違う地でも皆が 一つになることができる 、 こ の

沖縄 の文化は こんなにも素晴らしいものだっ

たんだと気付くことができました。そして 、 こ の

魅力を世界に伝 えたいと強く思いました。

この プログラムで得た経験は 、 私 の 中で大

きな財産となりました。こ の貴重な経験を今後 、

沖縄のために活かせるよう努力していきたい ヽ ．

です。

【エルヴィッヒファミリ ー】
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＾重山高等学校 2 年 遍藤 ·尋
平成 2 7 年度海邦養秀ネット ワ ーク構築事

業第 1 回事前研修で私たちメンバー 1 0人は

出 会いました。それぞれ期待や不安 、 さまざま

な想いを抱 えた 1 0人のベクトルは 真っ直ぐド

イツに向 かっていました。出会った初日からド

イツ訪問に向けドイツ語や移民についての学

習、 現地で披露するマミドーマ ーの練習など

様 々な活動に取り組みました。メンバーの距

離も少しずつ縮まり事前研修を重ねあっという

間に出発の日が来ました。私 自身初めての海

外で緊 張でしたがあまりにも長いフライ トで到

着時には ヘ トヘ 卜だったのを覚 えています。ド

イツに来て初め、 街並みや家 々 がとてもお 洒

落だという印 象を受けました。ドイツは 「衣 ・ 食

・住」のうち 「住」にお金をかける傾 向にあるよ

うで私のホ ス トのお 宅もとても綺麗でした。ヨ
ー ロッパの美しい街並みに日 々 心動かされつ

つドイツ研修は進んでいきました。

まず 、 私 はこれまで沢山平和学習をしてき

ました。しかしドイツ国際平和村で実際に子ど

も達と触れ合った今 回 は平和の学びとして一

番胸が 熱くなりました。また 、学校訪問でドイ

ツ人学生と平和学習としてデ ィスガソションをし

ました。その際にドイツと日本の平和や学校

の教科 書 、 隣国に対しての考 え方の違いを肌

で感 じました 。 同時に 自分の知識の無さや語

学 力 の無さを痛 感した日になりました。

休日、 私はホス トにお願いし是 非とも行きた

かったティアハイ ムに連れて行ってもらいまし

た。日本には 無い殺処分をしない動物保護施

設です。犬 ・ 猫に限らずさまざまな動物が暮し

ており、 その日ティアハイ ムから犬を引き取っ

ていく人もいました。再度このような施設の重

要さを知り日本にもあるべきだと感じました。

そして最終日の琉球フェ スでは 練習を重ねた

マミドーマーの披露、ドイツ県人会会長崎原さ

んの演舞、 立ち 並ぷ沖縄料理の出店、 一 気に

沖縄色に染まり、 海外で沖縄を伝 えることがで

きた喜びでいっぱいになりました。

私は 二週間の研修で本当に沢 山の経験を

しました。その中で得た出会いの 数々 がこれ

からの私の将 来に繋がると確信しています。

また 、 この研修が 有意 義に過ごせたのは ホス

トファミリ ーの存在があったからであり、 いつも

極しかった家族の皆様には感謝でいっぱいで

す。そして引 率の上原さん國場さん含め研修

メンバーとの繋がりを大切に自分の将来に向

かって進んでいきます。このネットワ ークは 永

遠のもので一生をかけて大切にしていかなけ

ればならない経験となりました。Yielen Dank!! 

【バウ トウラファミリ ー】
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富高等学校 2 年 曇濃 大柏
8 月 1 0 日から8 月 2 5 日 の 約2週間ドイツ連

邦共和国のデュイ スブルグ に滞 在しました。

出発の 日 に当初は台湾経由で行く予定でした

が台風の影響で行けず東京に行きました。成

田空港から出国しました。しかし、 成田空港に

ついてもぎりぎりまでチケットがとれるか分か

らずドキドキしました。つい に出発。飛行機で

は 窓際の席だったので外 の景色が見 えました。 後は 外で遊 べなかった ことや 、 県 外 に 避 難し

ロシアの上を飛んでいたので常にロシアが見 たことを聞きました。その後 、 原 発 の 問 題 や 、

えていて、 ヨ ーロッパ に 近 づ く につれどんどん 基地問題、 格差 ・移民などを話し合いました。

発展していって、 とても興 味深かったです。そ ドイツにはたくさんの世界遺産がありますが 、

して、 フィンランドを横目にバルト海を越 えると

オランダのア ムステルダ ム・ スキポ ール空港

に到 着しました。眼下に広がるヨ ーロッパの 景

色は 眠たさも吹き飛ぶほどきれいでした。到

着したのが午後 9時くらいでしたが 、 外がまだ

夕方位の明るさだったのにも驚きました。

約 1 時間後いよいよドイツに向けて出発しま

した。外はすっかり夜 になっていました。約 3 0

分のフライ トでドイツに到 着しました。ドイツに

着 くとホストファミリ ー に 会いました。彼らはす

ぐに温かく迎え入れてくれたので、 すぐに 仲 良

くなりました。

ドイツでは 、 政治 、 歴史、 文化などいろいろ

な事を学ぺました。

ノルトライン＝ ヴェストファーレン州の環境省

を訪れ、 その州やドイツ全体 の環境政策 に つ

いて学びました。

その午後 には 、 一 緒 に行動していた福 島 の

高校生の震災と福島第 一原 子 力 発 電 所 の 事

故の体験談を聞きました。今までは 実 際 にあ

るとは理解していてもどこかで 、 現実味にかけ

る事でしたが 、 実際に話を聞いてとても、 身近

な問題 になりました。放 射線の 影饗で事 故 の

I
 

僕たち はそのうち のいくつかを訪れました。そ

の中で僕が 一 番 印 象 に 残っている の は 「 ケル

ン大聖堂 」 です。ケルン 中 央 駅を出るやいな

やそこ に は ケルン大聖堂が悠然とそび え 立っ

ていました。中 に入ると立 派なステンドグラス

がたくさんあり、 神秘的な空間が広がっていて

いました 、 さら に 、 大聖堂の展望 台 に 行きまし

た。そこ に 行 く に は 約 5 4 0段 の階段を上るし

か方法はなくとても疲れました。しかし、 そこ に

は 、 すばらしい 感動的な景色が広がっていま

した。ドイツでの約 2 週間の滞在は沖縄 や 日 、
本では体験できない事ができました。

【フェンマンファミリ ー】
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派遣前アンケート
a ' . こ01ロ，，ヲムで高なた
が綱樗しているこ と姑なんで疇
か ？

第 1 位 第 2 位 第 3 位

① 海 外 で のホ ー

2 1 5 
ムステイ

② 海 外県 人 会と
5 ゜

の交流

③語学力向上 1 ゜ ゜
④海外経験 2 1 2 

⑤ 将 来の就 職 に ゜ 1 
つながるきっかけ

⑥外国の文 化 ・ 歴
2 1 ゜

史

⑦その他 1 ゜ 1 

0 3 . 今●じてい る不をなこ と
書●●に書いて く ださい。
• 本当に遅 刻しないかどうか。ホ ー ムステイ先

の家族が変な人かどうか。

・ みんなち ゃんと仲 良くなれるかなーとは最近

になってコミュニケーションに 自信がないの で

不安です正直。

•あまりにも言 葉が通 じなさすぎたらどうしよう

ということ。

・ 気温の変化についていけるか。日 本 食 がす

っごく食べたくならないか。

• 自分の語学 力

・ 寒さに耐 えきれるか不安です。

・ ホ ー ムステ イ 先の家 庭の様子。語学面。気

．
 

：日、JID. o

oz .  ド イツで0*— ムステイ
0 イ メ ー ジ な と、 患い纏く こ と
が高れ謬書いてください。
•学生はしつかり勉強している。お互いに思っ

たことはハッキリ 言いそう。

・ ご みの分別 や 、 処理方法など厳しくて、 道に

ゴミが落ちてることがなさそう！食事は 、チー

ズ、 ピ ール、 ホットドッグでだんだん飽きてきそ

．
 

つ。

・ ホー ムステ イ では 気を遣われないようにドイ

ツ文化に溶け込みたい。カタコトでもコミュニケ

ーションを大切にし、 たくさん話したい。
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一

派遣後アンケート
0 9 ． 今国の 7 ロ ，，ヲム （事前

碍修、 海外派遣、 報告会含む ）

lさ とう で し た か ？

■ 満足

■ やや激足

やや不満足

■ 不満足

oz ． 事前オ II エ ンテーシ ョ ン

は役に立ちま し た か ？ （ 樗散回

答可 ）

■ 保護者説明会

■ 語学研修

■ 移民学習

■ 沖縄を伝 え る

準備

■ 参加者同 士の
コ ミ ュ ニケ ー

シ ョ ン

0 3  とのIきかに事前に学ん で

い た 1否 う が 良か っ た と 思 う こ と

はあ り ますか ？
・ 語学 よ りも習慣を知っておきたかつたなと思

い ま す 。

・ 沖縄の歴史や文化

29 

04 ． 滞在中 ド イ ツで 沖縄
”

を感じ る こ とはでさ参したか ？

派遣先の方々に向け て沖縄を発

信す ることはでさま したか ？
• 毎日、どの瞬間 にも感じることはできた。 沖

縄 県 の事業であること、県の代表であることを

意識していればどんなことにも沖縄を感じたし、

そういう姿 勢が大切だと思った。

・三線交流や琉球フェスではまさに沖縄にいる

ようでした。 沖縄のスライドショーを見てもらい、

沖縄 に興味を持った人も増 えたと思います。

私のホストファミリ ーは沖縄に行くと言って い

ました。

05 .  派遣先の方々 と0交流は

でさま したか ？
・ホームステイ先の子とマンガの話でもりあ が

ったり、沖縄 について話 したり、 小さい子と一

緒にかけっこしたり、生活していく中でドイツの

文化や習慣を少しずつ理解していくことができ

た。 福島チームとの合流で環境問題 について

より深く知ることができて、さらに良かった。 ド

イツ国際平和村での交流がより平和 について

考えることができ、将来絶対に平和村でポラン

ティアが したいと思いました。 一番印 象に残っ

ています。

・スポーツ交流 ：スポ ーツすると、よ り 壁がなく

感じた。 一緒 に体を動かすと仲 良 くなれるし、

気分転換で来て良かった。

・ やはりドイツ人家庭にホー ムステイしたこと
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が一 番です。 沖縄（ 自分の島） のことも伝えら

れたし、ドイツ人の温かさを一番肌で感じるこ

とができた。

0 6 . あなたが期待したこと性�

こ の 7 ロ グラムで達成す る こ と

がでさましたか ？
・文化発信 90%

・ドイツ文化を体験する 80%

• 平和につ いての意 謙を現地の学 生と意見交

換する 90%

• 海外からの沖縄を知る 70%

・ドイツの環境政策について知る 70%

・ドイツで友達を作る 70%

・ 沖縄を伝える 80%

・ドイツのまち づくりを学ぶ 80%

・ドイツ人に宮 古 、沖縄を知 って来てもらう

90% 

i
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0 7 .  出発前に不安に思 っ てい

た こ とは、 い っ て 計 ても不安が

大さ く な っ た り 、 問題に つ な が

っ た り しま したか ？
・ 不安：英語力の低さ 結果：想像以上にコミュ

ニケーションとるのが難しかった

・ 出 発前はホストファミリ ーがどんな人か気に

なっていたけど、ものすごく良い人で何の問題

もなかったです。

だ） 。 足元をしっかりする＝沖縄について勉強。

ドイツ人の考え方 ・働き方スタイルがとても合

っていて、自分の生き方にもぜひ反映しようと

思った ！

・ 今回のブ ログラムで一 言で表せないほど沢

山のことを感じ学びました。ドイツで学んだこと

は日々の生活にはもちろんです が、私の将来

の夢に繋 げていきた いとおもっています。 また

このプログラムで学んだ「つな がり」の大切さ

を一番大切にし将来の沖縄に、自分の島に少

しでも貢献できる人材になりたいです。

• 今回 、 参加してみて文化交流がメインではあ

ったが、チームとしての団結力、統率力を意識

する機会がすごく 多かった。 年齢的にも上とい

うこともあって、リ ーダーとしての資 質 やチー

ム作りに対する興味がわいた。 人間関係、コミ

ュニケーションカをもっと学んで全ての職業で

必要とされるスキルを身につけたいと思った。

0 8 ． こ 0 7 ロ ，，ラムで学んだ

こ と を とう い か し て い さ た い で

すか ？

• 自分の意見をは っきり相手にストレートに伝

えること。 まず行動に移す（原爆停止から学ん

0 9 .  �の他専望 ・ 意見等あ り

ま した らお願い し ます。

•もっと現地の沖縄人と過ごす時間が欲しかっ

た。

•とても貴重な経験をすることができました 。 あ

りがとうございます。 素敵なプログラムでした。

・先島の人たちに、もうち ょっと事前、事後研修

時の補助が欲しいです 。もうち ょっと早くホスト

を知れた方がいい。

・事前研修で県の代表であるようなことを意識

付けができたらもっと良 かった。

ヽ
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記
平成 2 7 年度海邦養秀ネッ ト ワ ーク構築

事業は、 ドイ ツ連邦共和国へのホームステ

イでした。 こ の事業で初め てのヨ ー ロッ パ

への研修に、 応 募者総数1 1 5 名 の中から

精 鋭 1 0 名 （高校生 6 名、 大学生 4 名 ） が

選ばれました。

事前研修ではおとなしい印象だ っ た参加

者は、 ドイツに着 く と生き生きと積極的に

プ ログラムに取 り 組んでいました 。 特に、

琉球 フェ スティ バルは参加者にと っ てかけ

が え のな い経験にな り ました。ドイツの舞

台で堂々 と沖縄の文化 を発信す る ことがで

きた参加者 を誇らし く 思 いました。

今回の 研修ではドイツの学生がパー トナ

ーとして行動 を共にして く れました。学校

訪問、 平和や 環境につ いて の意見交換、 三

線やスポー ツ を 通した交流だけでな く 、 プ

ライベー トも共に過 ごし、 参加者との間に

厚 い友情が芽生 えまし た 。 沖縄とドイツの

学 生には今後も こ の 絆 を 永 く 大切にしてほ

し いです。

今 回 の ド イ ツ の プ ログ ラ ムは、 多 く の

方 々 の ご協力 · ご尽力が無 く ては実現す る

こ と ができませんでし た 。 ドイツ沖縄 県人

会 の 崎原 永人会長、 シュ タインバー トギム

ナ ジ ウ ム松尾馨先生、 日本クラブ内間ゆか

り 事 務 総長代行 を 始めとす る関係者の 皆様、

沖縄 の学生の た めに素晴らし い機会 を 作 っ

て いた だき、 深 く 感謝いたします。

ま た 、 参 加 者 をサポー トして く れた パー

トナ ー の学生、 温か く 迎え て く れたホス ト

ファミリ ー、 皆様 の お か げで参加 者は充実

--•一
した 2 週間 を過 ごす ことができました。本

当にあ り がとうございました。

結びに、 参加者がそれぞれドイツで感じ、

学んだ ことが将来の糧とな り 、 それぞれの

道で活躍する ことを心よ り 願 っ て います。
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出発前に行われた事前研修の時から感じ

たこと、 それは参加者の伸び伸 びとした個性

です。 変更が多く、 とてもハードなスケジュー

ルだったにも関わらず、 文句一 つ言わず、 い

つでも泰然 自 若で新しい環境から学ぽうとす

る姿 勢をみて、 この事業は絶対に成功すると

確信 しました。 参加者 10 名の溢れんばかりの

エネルギーが、 平成27 年度海邦養秀ネットワ

ーク構築事業を成功に導く鍵になったと思い

ます。

参加者のみなさんに 一 番驚 かされたこ とは、

彼らの環境順応能力です。 ドイツでは、 衣

・ 食 · 住 の「住」 （車も含む） に力 を入れるお国

柄らしく、 日 本のように 「食」 に執着しないと伝

えられていましたが、 実際、 ドイツの食習慣は

かなり特殊なものでした。 例えば、

お世話になったシュタインバートギムナジウム

（小学校5 年生から高校3 年生が通う学校）

には 「ランチ」 の時間がなく、 生徒さんは持って

きたサンドウィッチを休み 時間を利用し

て間食してお り 、 朝 ・ 昼 ・ 晩時間を決めて食べ

る習慣を持つ参加者にとって、 これはきつ

いだろうと懸念していました。 しかし、 参加者

の皆さんは2, 3 日 でこの間食文化に慣れ、

ドイツの学生さんと同 じように、 隙があればも

ぐもぐと何か食ぺていました。 おそるぺし

柔軟性に脱帽です。

2 つ 目 に印象に残っているの は、 プログラ

ム1 日 目 に訪れたドイツ国際平和村での 出 来

事です。 平和村は、 紛争地帯で怪我を負った

子ども達が治療を受 けるための施設で、 そこ

では普段 目 にしない痛 々 しい怪我を負った子

ども連がたくさんいました。 その非 日 常的な光

景の 中 、 参加者はいたって 自 然に子ども達と

触れあ い、 紙に絵を描いてコミュニケーション

を

とったり、 ミニボールでサッカーを始めたり 、 お

のおの 限られた時間を楽しく過ごしている様

子でした。 実際、 心の中では色々 な感情がこ

み上げていたと思います。 しかし、 そんな戸惑

いを見せず、 堂 々 と遊ぶ参加者の姿に私は感

銘を受けました。 彼らの優しさには芯があ り 、

それは言い換えると他人を思いやる強さであ

ることを教え られたシーンでした。

「たからだまやていん磨 （みが） か に ば錆 （さ ）

びす朝 夕 （あさゆ ） 肝磨 （ちむみが） ち 浮世 （ う

ち ゆ ） 渡 （わた） ら 」 。 これは、 お世話になっ た ド

イツ沖縄県人会崎原会長がお別 れ の時にみ

んなに送ったメッセージで、 「 宝玉を持ってい

ても、 磨かなければ意味が無い 。 朝 夕 心を磨

いて浮き世を渡ろう。 」 という意味の言葉です。

まさに、 今 回 ドイツで得た経験、 そ して参加者

それぞれが生まれ持った個性と は 「 宝 玉 」 であ

ると思います。 この「宝玉」を磨き、 それぞれの

人生の糧にしてほしいと思います。 参 加 者 1 0

名 の今後がとても楽しみです。

最後に、 若 い 引 率2 名 ＋ 学 生 1 0 名 で構成

された沖縄海邦養秀チームをサポートしてくだ

さった全ての方に、 心より感謝 申 し上 げます。

ィッペーダンケシェン ！

．
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今 回沖縄全域から集まった 1 0 名 は一 人ひ

とり 自分に対する誇りと自信が垣間見え、頼も

しく感じたのを覚えています 。 実際、ドイツ滞在

中は 海 外経験が 少ないとは思 え ないくらい

堂々と行動してお り 、皆さんの行動力には驚く

ものがあり ました。

今回は沖縄 文 化を発信する機会が多くあっ

た ことがプ ロ グラムの特徴にな り ました。 特に

印象的だったのは、琉球 フェスティバルで披露

した『マミドーマー』と『クイチャー』です。 本番

当日、沖縄から遠 く 離 れ たドイツで、あの時 オを撮っている 姿は、まるでみんなのお父さん

、 間 ・ 空間は沖縄色に染 まり、来場者が沖縄に でした。 な一つ、だんだん慣れてきて、みんな

ついて興味を持ち、熱いまなざしで舞台を観て

いる様子は海外の中にある 沖縄を誰もが感じ

ました。 さらには、参加者自身が練習を重ねた

『マミドーマー』と『クイチャー』を披露できたこ

とは、彼らにとっ てウチナーアイデンテイティを

強く感じ、大きな刺激になったでしょう。

*＊*＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊******＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊**＊＊**＊＊ 

りヽ

参加者のみなさんへ

参加メンバーのみなさん、お元気ですか ？

派遣報告会が終わりみなさんと連絡を取 る機

会が減 り 少し寂しく感 じながらも、みなさんの

生活の中でこの経験がどのように活かされて

いるのかと、ふと想像することがあります。

みなさんにとっ て、このブ ロ グラムはどんな

ものでしたか ？ 私にとっ てはみなさんの行動

力 は頼もしく、『沖縄の将来は明 るいな』とそう

確信した 1 6 日間でした。 全 3 回の事前研修を

通してグ っと団 結 力も深 ま り 、みんなでワイワ

イ出発に向けて盛 り上がる ！ という 私の想像

とは違っ ていましたが ・ ・ ・ 。 同 じ時 間を過ごす

うちにそれぞれの輝く個性が見えてきました。

大学生リ ーダーを務めてくれた翔太、リーダー

お疲れさまでし た ！ みんながだんだんと殻を

破 っ てい く中で、翔太はなかなか殻を破ってく

れず … 。 今度会う時を楽しみにしています ！

高校生リ ーダーのだいち ゃん、意識的なのか

無意識なのか、だいち ゃんの発言と宮古イント

ネーションには人を和ます力があり ます。 大人

になってもそのままでいてください。 あーや、

のんび りとしているけど、核心をつ く発言には

ドキっとさせられる時があります。 きっと周りを

引 っ 張っていける人になると期待してい ます。

しんご、素敵な 「ドイツ派 遺」のビ デオが思い

出の形にな りました。 ありがとう。ドイツでビデ

に対するツッコミが面 白かったです。 留学先で

もたくさんのことを吸 収してください。 え りか、

いつも前に出 てく るわけではないけど、こ こ

ぞ ！ という時にみんなを引 っ張ってくれて、ま

とめてくれてありがとう 。ゆーめ、元気で笑顔

が素敵なゆーめ。 この経験を将来、子どもた

ちの教育に活かしてください。 さあや、クール

だけど胸の中にある 熱いものを、温めていつ

か爆発させてください。 り一づ、このプログラム

を通して再度ドイツを訪問できたことが、リ ー

づの新たな一歩になることを期待しています。

まひろ、いろんな地域を訪れ、それを参考に、

将来の石垣のまちづくりを引 っ張っていって下

さい ！

このプ ログラムを通してみなさんに出会えた

ことをとても嬉しく思います。 これからのみなさ

んの活躍を楽しみにしています。

最後に、このプ ロ グラムにご協 力をいただ

いたドイツ沖縄 県 人 会をはじめ、本事業をサ

ポートしていただいた全てのみなさまに感謝

申し上げます。

特定非営利活動法人沖縄NGOセンター

上原 真紀
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